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お手軽スタミナ食堂
具だくさんもつ煮込み

アルミ鍋 牛タンシチュー

　食肉等の製造・卸売事業においては、食肉事業の最上流である

牛・豚の生産事業の設備強化と規模の拡大とともに、得意先との

関係強化による販売基盤の充実に取り組みました。神戸牛の輸出

については、現在5カ国（地域）へ輸出しており、引き合いは依然

強く、新たな輸出先国との交渉も始めております。また、既存輸出国

に対しては、ステーキ以外の食べ

方を提案するなど、新たな需要

喚起も進めております。

食肉加工製品については、定番

製品の販売促進を進めるとともに、

「お手軽スタミナ食堂シリーズ」や

「アルミ鍋シリーズ」などの新定番

製品の育成・定着にも努めました。

また、本年１月14日には、グリコ

ハム株式会社が新たにグループ

に加わりました。高い食肉製品

製造技術と強い量販店販売ルートを獲得することで、今後グループ

製造事業の着実な発展に寄与いたします。

食肉等の小売事業においては、新規ディベロッパーとの取り組みに

よる出店や既存店の活性化を継続的に実施し、食肉等の外食事業

においては、焼肉・しゃぶしゃぶチェーンとステーキレストラン

チェーンを今後の新たな柱とすべく、それぞれ競争力向上のための

施策を実施しました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,692億5千3百万円（前

連結会計年度比14.3％増）、営業利益は56億8千3百万円（前連結

会計年度比10.0％増）、経常利益は61億2千7百万円（前連結会計

年度比9.5％増）、当期純利益は33億1千3百万円（前連結会計年度

比32.1％増）と増収増益になりました。

今後の見通し
４月からの消費増税により消費の冷え込みが懸念されるものの、

外需に支えられた企業収益の好転が内需拡大の呼び水になることが

期待されています。食肉業界においては、円安や海外畜産事情による

原料高という厳しい経営環境にさらされると予想されます。当社

グループは、このような不安定な環境下、グループ経営の強化による

コスト低減、得意先開拓、商品開発を進め、収益の安定化を図ります。

・食肉等の製造・卸売事業においては、製造事業では、引き続き生産

規模の拡大と肉質の向上および生産コスト低減に取り組みます。卸売

事業では、海外調達網の拡充と国内での販売シェアの拡大に努め

ます。また、EU（欧州）への国産牛輸出の道が開けたことから、新た

な和牛輸出先として早期輸出開始に取り組みます。平成32年の東京

オリンピック開催が決まったことから、観光客の増加など首都圏市場

の拡大が期待されます。外食を中心に新規得意先開拓と外国人向け

ハラル認証商品開発にも注力致します。グリコハム株式会社がグループ

に加わったことにより、製造事業の可能性が広がりましたので、

グループ製造事業の将来を見据えた再構築の準備を進めます。

・食肉等の小売事業においては、引き続き既存店の活性化を継続的に

実施し、新規ディベロッパーとの取り組みも進め、新規に開店した店舗

を確実に立ち上げるとともに、不採算店の閉店をさらに進める予定

です。なかでも惣菜部門においては、商品アイテム改廃や、既存店の

活性化活動を通じて利益体質の基盤作りを進めてまいります。また食肉

等の外食事業においては、従来からの

着実な採算重視の経営を維持しつつ、

ステーキレストランおよび焼肉・しゃぶ

しゃぶチェーンを、競争力を持たせな

がら着実に運営してまいります。

・グループ経営の向上については、徐々にグループ企業の数が増え

つつありますので、規模の拡大に合わせた管理体制の構築を進め、

効率的で統制の取れた組織運営を図ります。また、食品の安全性を

脅かす事件が多発する近年の社会状況に鑑み、個々の企業努力に

加えて、グループ全体での食品安全・衛生管理および危機対応体制

の強化を進めてまいります。

次期の見通しにつきましては、売上高2,000億円（前年同期比

18.2％増）、営業利益64億円（前年同期比12.6％増）、経常利益

67億円（前年同期比9.3％増）、当期純利益37億円（前年同期比

11.7％増）を見込んでおります。

中長期的な会社の経営戦略
当社グループは、経営理念に沿って食肉の総合企業集団を

目指しており、食肉を中心とした食品の安定的な供給体制の

確立に引き続き取り組んでまいります。具体的には、食肉の生産、

調達、加工、流通、及び最終消費者向け販売・サービスという

食肉流通の川上領域から川下領域まで一貫したグループ内

食肉サプライチェーンの構築を進めます。更に、国内に留まらず

海外における食肉流通機能も拡充することにより、社会情勢

の変動への対応力を高めてまいります。
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事業の概況に
ついてのご報告

当連結会計年度における日本経済は、政府の景気浮揚策と円安

の進行により、外需型の企業を中心に業績が改善し、景気の回

復が見られました。一方、円安や資源高の影響で内需型の企業は

収益性の悪化に苦しみました。当連結会計年度後半は4月からの

消費増税を控え国内消費は好調でしたが、増税実施後の消費の

冷え込みが懸念されています。食肉業界においては、高騰する原

料価格を販売価格に転嫁することが難しく、全般的に厳しい経

営環境にさらされました。

このような状況下、当社グループは、利益率の低下に対応した営

業施策と利益の最大化を目指した食肉事業の垂直統合を推進し

て、安定収益の確保と経営体質の強化を図りました。
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　食肉等の製造・卸売事業においては、食肉事業の最上流である

牛・豚の生産事業の設備強化と規模の拡大とともに、得意先との

関係強化による販売基盤の充実に取り組みました。神戸牛の輸出

については、現在5カ国（地域）へ輸出しており、引き合いは依然

強く、新たな輸出先国との交渉も始めております。また、既存輸出国

に対しては、ステーキ以外の食べ

方を提案するなど、新たな需要

喚起も進めております。

食肉加工製品については、定番

製品の販売促進を進めるとともに、

「お手軽スタミナ食堂シリーズ」や

「アルミ鍋シリーズ」などの新定番

製品の育成・定着にも努めました。

また、本年１月14日には、グリコ

ハム株式会社が新たにグループ

に加わりました。高い食肉製品

製造技術と強い量販店販売ルートを獲得することで、今後グループ

製造事業の着実な発展に寄与いたします。

食肉等の小売事業においては、新規ディベロッパーとの取り組みに

よる出店や既存店の活性化を継続的に実施し、食肉等の外食事業

においては、焼肉・しゃぶしゃぶチェーンとステーキレストラン

チェーンを今後の新たな柱とすべく、それぞれ競争力向上のための

施策を実施しました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,692億5千3百万円（前

連結会計年度比14.3％増）、営業利益は56億8千3百万円（前連結

会計年度比10.0％増）、経常利益は61億2千7百万円（前連結会計

年度比9.5％増）、当期純利益は33億1千3百万円（前連結会計年度

比32.1％増）と増収増益になりました。

今後の見通し
４月からの消費増税により消費の冷え込みが懸念されるものの、

外需に支えられた企業収益の好転が内需拡大の呼び水になることが

期待されています。食肉業界においては、円安や海外畜産事情による

原料高という厳しい経営環境にさらされると予想されます。当社

グループは、このような不安定な環境下、グループ経営の強化による

コスト低減、得意先開拓、商品開発を進め、収益の安定化を図ります。

・食肉等の製造・卸売事業においては、製造事業では、引き続き生産

規模の拡大と肉質の向上および生産コスト低減に取り組みます。卸売

事業では、海外調達網の拡充と国内での販売シェアの拡大に努め

ます。また、EU（欧州）への国産牛輸出の道が開けたことから、新た

な和牛輸出先として早期輸出開始に取り組みます。平成32年の東京

オリンピック開催が決まったことから、観光客の増加など首都圏市場

の拡大が期待されます。外食を中心に新規得意先開拓と外国人向け

ハラル認証商品開発にも注力致します。グリコハム株式会社がグループ

に加わったことにより、製造事業の可能性が広がりましたので、

グループ製造事業の将来を見据えた再構築の準備を進めます。

・食肉等の小売事業においては、引き続き既存店の活性化を継続的に

実施し、新規ディベロッパーとの取り組みも進め、新規に開店した店舗

を確実に立ち上げるとともに、不採算店の閉店をさらに進める予定

です。なかでも惣菜部門においては、商品アイテム改廃や、既存店の

活性化活動を通じて利益体質の基盤作りを進めてまいります。また食肉

等の外食事業においては、従来からの

着実な採算重視の経営を維持しつつ、

ステーキレストランおよび焼肉・しゃぶ

しゃぶチェーンを、競争力を持たせな

がら着実に運営してまいります。

・グループ経営の向上については、徐々にグループ企業の数が増え

つつありますので、規模の拡大に合わせた管理体制の構築を進め、

効率的で統制の取れた組織運営を図ります。また、食品の安全性を

脅かす事件が多発する近年の社会状況に鑑み、個々の企業努力に

加えて、グループ全体での食品安全・衛生管理および危機対応体制

の強化を進めてまいります。

次期の見通しにつきましては、売上高2,000億円（前年同期比

18.2％増）、営業利益64億円（前年同期比12.6％増）、経常利益

67億円（前年同期比9.3％増）、当期純利益37億円（前年同期比

11.7％増）を見込んでおります。

中長期的な会社の経営戦略
当社グループは、経営理念に沿って食肉の総合企業集団を

目指しており、食肉を中心とした食品の安定的な供給体制の

確立に引き続き取り組んでまいります。具体的には、食肉の生産、

調達、加工、流通、及び最終消費者向け販売・サービスという

食肉流通の川上領域から川下領域まで一貫したグループ内

食肉サプライチェーンの構築を進めます。更に、国内に留まらず

海外における食肉流通機能も拡充することにより、社会情勢

の変動への対応力を高めてまいります。
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株主ご優待のお知らせ

インフォメーション

※写真はイメージです。料理写真の野菜、什器等はご優待セットには含まれておりません。
※平成27年2月末から100株以上保有の株主様を対象に株主様特別割引販売を
　実施致します。

※平成26年4月1日をもって、単元株式数を
　500株から100株に変更しております。

エスフーズが株主の皆さまだけにお届けする「ご優待セット」。
保有株式数に応じて２タイプをご用意しました。

11月（予定）
対 象 贈呈時期

ご優待内容

毎年2月末日現在の株主名簿に記載された
500株以上保有の株主さま

◎500～1,999株保有の株主さま「3,000円相当の自社製品」
◎2,000株以上保有の株主さま「10,000円相当の国産牛肉（和牛）」

国産牛肉（和牛）

会社概要
エスフーズ株式会社 
SFoods Inc.（コード番号2292東証1部）
昭和42年5月22日 
代表取締役社長 村上真之助 
42億9,835万円 
食肉等の製造・卸売事業、小売事業、外食事業

社名
　
設立 
代表者 
資本金 
事業内容
（グループ）

株式メモ
■事業年度 3月1日～翌年2月末日
■期末配当金受領株主確定日 2月末日
■中間配当金受領株主確定日 8月31日
■定時株主総会 毎年5月
■株主名簿管理人　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　　　　　　　　　　　　　三井住友信託銀行株式会社　　　　　　
■株主名簿管理人 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
　事務取扱場所　　　　　　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　郵送物送付先　　　　　　  〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　　　　　　　　　　　　　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　電話照会先　　　　　　　  電話　　 0120-782-031（通話無料）
　インタ̶ネット　　　　　  http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
　ホームページURL

（ご注意）
【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】
　証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社ではお手
　続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座を
　ご利用でない株主様は、下記の【特別口座について】をご確認ください。
【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった
　株主様には、三菱UFJ信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設
　しております。上記の株主名簿管理人とはご照会先および住所変更等のお届
　出先が異なりますのでご留意ください。
＜特別口座に関するご照会先＞
（特別口座の口座管理機関） 三菱UFJ信託銀行株式会社
（郵便物送付先）   　　　　〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
　　　　　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
（電話照会先）  　　 　　　電話　　 0120-094-777（通話無料）
【未払いの配当金について】
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■上場証券取引所 東京証券取引所
■公告の方法 電子公告により行う
 公告掲載URL
 http://www.sfoods.co.jp/investor/koukoku.html

■単元株式数 500株

ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他やむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。

エスフーズ株式会社　〒663-8142 兵庫県西宮市鳴尾浜1丁目22番13　TEL.0798-43-1065（代表）
http://www.sfoods.co.jp/

弊社が厳選した国産牛肉の逸品。しゃぶしゃぶ、ステーキいずれか、
株主さまのご指定のカットでお届けします。

こてっちゃん牛もつ炒め コクみそ味 こてっちゃん牛もつ炒め 旨みしお味

こてっちゃん牛もつ炒め 旨みしょうゆ味

しゃぶしゃぶ ステーキ

お肉の美味しさを味わっていただくため、素材選びから
配合まで吟味して作り上げた焼き肉のたれです。

和牛・国産牛の美味しさを
味わってほしい

こてっちゃん
牛もつ炒めシリーズ
たっぷり野菜とフライパンで炒めるだけ、
5分でボリュームたっぷりの
夕食メニューが出来上がります。

麺と合わせて、ホルモン焼そばなどのメニューにも！
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に対しては、ステーキ以外の食べ

方を提案するなど、新たな需要
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製品の販売促進を進めるとともに、

「お手軽スタミナ食堂シリーズ」や

「アルミ鍋シリーズ」などの新定番

製品の育成・定着にも努めました。
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しゃぶチェーンを、競争力を持たせな

がら着実に運営してまいります。

・グループ経営の向上については、徐々にグループ企業の数が増え
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効率的で統制の取れた組織運営を図ります。また、食品の安全性を
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